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消費者庁が行ってきたリスクコミュニケーションは、
平成23年に発生した東京電力福島第一原子力発電所の
事故を受け、食品中の放射性物質が中心。
ほかに、消費者の関心が高いテーマ（健康食品、

食品安全全般）で実施。

食品安全に関するリスクコミュニケーション

1

（年度） 2022年度は１月末時点

主なテーマ 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 合計

食品中の放射性物質 45 175 99 99 100 100 108 136 111 79 99 120 1,271 

牛海綿状脳症(BSE) － 2 2 － － 2 － － － － － － 6

健康食品 3 － 3 2 2 2 5 8 5 1 1 3 35

輸入食品 － 3 － － － 1 － － － － 1 － 5

農薬 － － － 1 2 － － － － － 2 － 5

食中毒 － － － － 4 － － － － 1 1 － 6

食品添加物 1 1 1 1 1 1 － 6

食品安全の考え方 － － － － 3 3 21 26 38 19 7 24 141

合計 48 180 104 102 111 109 135 171 155 101 112 147 1,475 
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消費者庁が行う食品安全に関するコミュニケーションへの支援

●対象機関：地方公共団体等
●対象事業：食品安全に関する講演会、意見交換会、勉強会等

イベント等において食品安全情報を発信する取組 等
●支援内容（例）：

地方公共団体等が行う食品安全に関するコミュニケーション等の取組を支援しています。

当庁と共催の場合 当庁と共催でない場合
講師 講師の紹介と旅費及び謝金の

負担（当庁職員の派遣も可）
講師の紹介
（当庁職員の派遣も可）

会場 借料の一部（又は全部）の負
担 －

その他
パンフレット「食品と放射能Q&A」、「健康食品Q&A」等
の提供
• 参考となる運営マニュアルやシナリオ例の提供
• 過去の事例紹介、企画・運営等に対する助言※ 等

※共催の場合に限る

次年度も同様の通知を発出予定
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消費者向けの情報提供
大臣メッセージ
東電福島第一原発におけるALPS処理水の海洋放出と日本の食品の安全性について

ALPS処理水の海洋放出と日本産食品の安全性確保について、国内外の消費者の理解
の増進を図るため、消費者及び食品安全担当大臣としてYouTubeを通じ日本語、英語、
中国語（簡体字・繁体字・広東語）及び韓国語により発信しました。

QRコードよりご確認いただけます
（YouTube 約2分）
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消費者向けの情報提供

【食品中の放射性物質】

【健康食品】

健康食品Q&A
（第２版）

健康食品５つの問題

・地方公共団体等の消費相談等窓口での
配布・希望者に無償で提供

パンフレット Webサイトへの掲載

SNS
【Twitter】食品と放射能Q&Aミニ

（改訂第８版）
食品と放射能Q&A

（改訂第16版）

HP

【Facebook】

【Youtube】

【特設サイト】 【食品安全に関する取組】
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食品と放射能に関する正しい理解の増進
食品に関するリスクコミュニケーション

「食品中の放射性物質のこれからを考える」の実施
一般消費者及び大学生を対象として、放射性物質の基礎知識や流通している食品中の放射性物質の

現状について、学識経験者及び行政からの情報提供や、生産者、事業者等の関係者を交えた意見交換
を行いました。

【一般消費者を対象とした意見交換会】

• 東京会場
日 時：令和４年11月28日（月）13:30~16:00
場 所：CIVI研修センター秋葉原

• 大阪会場
日 時：令和４年12月14日（水）13:30~16:00
場 所：新大阪丸ビル別館

【大学生を対象とした意見交換会】

• 産業医科大学
日時：令和４年７月13日（水）13:00～14:30

• 立命館大学
日時：令和４年11月４日（金）９:00～10:30

• 東京農業大学
日時：令和４年11月10日（木）10:40～12:10

• 東日本国際大学
日時：令和５年１月24日（火）14:30～16:00

※開催の模様については、消費者庁WEBサイトで公開
「食品に関するリスクコミュニケーション」

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_safety/risk_communication/6

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_safety/risk_communication/


子育て世代等向け情報発信（オンラインと実開催）

東京理科大学の川村康文教授による「放射線って
なぁに？」及び子どもに親しみやすいキャラクター
を使った紙芝居による「食中毒を防ぐ方法は？」の
オンライン授業を実施。

東京の日比谷公園におけるイベントに出展。特設ス
テージでの「キッズ教室」や、会場内のチェックポ
イントをまわるスタンプラリー、テント内のパネル
展示を行い、食中毒予防や食品中の放射性物質に関
する情報提供を実施。

学研キッズフェス2022秋
Farm Love with 

ファーマーズ&キッズフェスタ2022

【放射線ってなぁに？】 【食中毒を防ぐ方法は？】

【キッズ教室】

【スタンプラリー】【テント内パネル展示】
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Learn Marche 
～太平洋(岩手・宮城・福島・茨城)のいまを知って、おいしさ実感!～

特産品を揃えたマルシェや、特産品の魅力と食品の安全性を正しく知るためのトークショー、
パネル展示など、食品中の放射性物質などについて触れるイベントを横浜・東京で開催。
家族連れや外国人など幅広い層の方々の参加がみられました。

トークショー

体験コーナー

展示コーナー

マルシェ
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風評被害に関する消費者意識の実態調査
【目的】

被災県の農林水産物等について、消費者が買い控え行動をとっている場合の理由
等を継続的に調査し、今後のリスクコミュニケーションでの説明内容を始めとする
各般の風評被害対策及び消費者理解の増進等に関する取組に役立てる。

【調査対象地域】以下に居住する20～60歳代の男女（回答数5,176人）
○ 被災県：岩手県、宮城県、福島県、茨城県
○ 被災県産農産物の主要仕向先県等：

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、大阪府、兵庫県
回数 実施時期 回数 実施時期

第１回 2013（平成25）年２月 第９回 2017（平成29）年２月

第２回 ８月 第10回 ８月

第３回 2014（平成26）年２月 第11回 2018（平成30）年２月

第４回 ８月 第12回 2019（平成31）年２月

第５回 2015（平成27）年２月 第13回 2020（令和２）年２月

第６回 ８月 第14回 2021（令和３）年１月

第７回 2016（平成28）年２月 第15回 2022（令和４）年３月

第８回 ８月 第16回 2023（令和５）年１月
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○ 放射性物質を理由に購入をためらう食品の産地
※産地を気にする理由として「放射性物質の含まれていない食品を買いたいから」
と回答した者に対し、購入をためらう産地を尋ねたもの

「風評被害に関する消費者意識の実態調査」の概要

福島岩手・宮城・福島

茨城・栃木・群馬

東北６県
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事故情報データバンク

○2009年度以降の食品、製品、
サービス等による事故情報を登
録
⇒約34万件の消費生活上の事故
情報を検索可能

○事故発生日、発生場所、事故状
況、被害の程度等の事故の概要
等を掲載

〇厚生労働省からは食中毒統計資
料の食中毒事件一覧速報及び食
中毒部会後の確定内容を登録

○消費者庁と国民生活センターが
連携して運用

概要

○事故情報データバンクは消費者庁に集約された事故情報を公表するデータベース

消費者庁、厚生労働省、経済産業省、農林水産省、国土交通省、独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）、日本司法支
援センター（法テラス）、独立行政法人日本スポーツ振興センター、独立行政法人国民生活センター、全国の消費生活セン
ター、公益財団法人日本中毒情報センターの情報を登録

サイト画面

URL：https://www.jikojoho.caa.go.jp/ai-national/
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消費者庁リコール情報サイト
○関係機関や地方公共団体、事業者等が発信している回収や無償修理等の情報を集約し、消費者に情報提供する
ため、2012年４月より運用開始（１か月当たりのアクセス数：約240万件）。
※関係機関：国土交通省（自動車）、厚生労働省（医薬品、化粧品、食品衛生等）、経済産業省（家電製品、住居品等）、
消費者庁（食品表示）、医薬品医療機器総合機構【PMDA】（医薬品等）、製品評価技術基盤機構【NITE】（製品）など

○商品カテゴリーまたはキーワードによるリコー
ル情報が検索可能

○高齢者向け・子ども向け用品のリコール情報等、
対象者別に集約
※子ども向け用品：子ども向け用品及び食品のアレルギー
物質の表示欠落に関する情報

〇食品に関するリコール情報は厚生労働省「食品
衛生申請等システム」に登録されている主な情
報を掲載

〇リコール関連のニュースリリースや、食品衛生
申請等システムの案内、製品安全に関する相談
先、海外のリコール情報なども表示

○日々更新されるリコール情報をメールマガジン
で配信

概要 サイト画面

URL：https://www.recall.caa.go.jp12
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令和４年度全国生活衛生・

食品安全関係主管課長会議資料

消費者庁表示対策課

ヘルスケア表示指導室
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令和４年３月 31 日 

認知機能に係る機能性を標ぼうする機能性表示食品の表示
に関する改善指導及び一般消費者等への注意喚起について 

消費者庁は、インターネット広告において認知機能に係る機能性を標ぼうす

る機能性表示食品に対し、届出後の事後チェックとして、景品表示法（優良誤

認表示）及び健康増進法（食品の虚偽・誇大表示）の観点から表示の適正化に

ついて改善指導（別紙１）を行うとともに、ＳＮＳを通じて一般消費者等への

注意喚起（別紙２）を行いました。 

認知機能に係る機能性を標ぼうする機能性表示食品については、令和４年２

月末現在で 223 件の商品が販売されているところ、これら商品は、対象者の範

囲や認知機能の作用領域に関する届出表示の内容が複雑で一般消費者に誤認さ

れやすいこと、認知機能が改善できることを強調した誇大広告においては、認知

症や物忘れが予防・改善できるものと一般消費者に誤認されやすく、そのような

誤認が生じた場合、適切な診療等の機会を逸してしまうおそれがあることなど

を踏まえ、主に令和４年２月、現行販売されている商品のインターネット広告に

ついて、「機能性表示食品に対する食品表示等関係法令に基づく事後的規制（事

後チェック）の透明性の確保等に関する指針」（令和２年３月 24 日消表対第 518

号、消食表第 81 号消費者庁次長通知）に基づき、景品表示法（優良誤認表示）

及び健康増進法（食品の虚偽・誇大表示）の観点から一斉監視を行いました。 

その結果、当該商品の効果について著しく優良等であるものと誤認すること

を防止する観点から、①景品表示法及び健康増進法に基づき、物忘れや認知症の

治療又は予防効果等の医薬品的効果効能が得られるかのような表示をしていた

３事業者３商品に対して改善指導を行うとともに、②健康増進法に基づき、届出

された機能性の範囲を逸脱した表示をしていた 112 事業者 128 商品に対して改

善指導を行いました（別紙１）。 

また、改善指導の対象となった事業者がオンライン・ショッピングモールに出

店している場合には、当該オンライン・ショッピングモール運営事業者に対して

も情報提供を行いました。 

消費者庁では、引き続き、機能性表示食品の適正な広告表示の確保の観点から、

継続的な事後チェックを実施してまいります。 

News Release 

【本件に対する問合せ先】 

消費者庁 表示対策課 

電 話：03-3507-8800（代表） 

ホームページ：https://www.caa.go.jp/

14



 

 

＜別紙１＞ 

指導件数 表示されていた機能性等の例 

景品表示法及び健康増

進法に基づく改善指導 

【３事業者３商品】 

 

〇物忘れや認知症の治療又は予防効果等の医薬品的

効果効能が得られるかのような表示 

・「認知症予防の救世主〇〇大学教授監修」と表示 

・「2025 年には 65 歳以上の５人に１が認知症に」

と表示 

・「認知症は物忘れだけではありません！、トイレ 

で用を足せない、徘徊する、暴言を吐く、幻覚を

見る、異性に抱きつく、暴力を振るう、不潔なま

までいる、認知症の原因は 40 代から始まってい

る！」と表示 

 ・「認知症の代表的疾患であるアルツハイマー病

は、記憶をつかさどる海馬の萎縮が脳全体で起

きることにより発症」と表示 

 ・「海馬の委縮は、脳細胞を死滅させてしまう『ア

ミロイドβ』というタンパク質が 40 代から数十

年かけて脳に蓄積していくことで引き起こされ

る。そのため、認知機能を維持しておくには少し

でも早めの対策が必要。」と表示 

・「認知症は早めに対策すれば発症や悪化を防げ

る」と表示 

 ・「アルツハイマー病モデルマウスが野生型マウス

と同程度まで記憶障害が改善」と表示 

 

〇届出表示の一部を切り出して強調することで、届

出された機能性の範囲を逸脱した表示 

・届出表示の内容が「認知機能の一部である空間 

認知能や場所を理解するといった記憶力を維持

する機能があることが報告されています」と限

定されているにもかかわらず、「記憶力維持！」

と表示 

・届出表示の内容が「人の顔や物を置いた場所、戸

締りをしたことを覚えておくなど、認知機能の

一部である視覚的な記憶力を維持する機能が報

告されています。」と限定されているにもかかわ

15



 

 

指導件数 表示されていた機能性等の例 

らず、「認知機能を維持する」と表示 

 

〇機能性表示食品を摂取しても解消に至らないにも

かかわらず身体の組織機能等に係る不安や悩みを

列挙した表示 

・「あなたも『脳疲労』が蓄積していませんか？脳

疲労の典型的な初期症状とは？よく眠れな

い・・・、便秘気味・・・、食事がおいしくない・・・、

脳疲労は万病のもと！〇〇で脳の酸化を防ぎま

しょう！」と表示 

・「あなたや身近なご家族にこんな事、起きてませ 

んか？☑一度聞いたことを聞き返してしまう、

☑探し物が増えるようになった、☑スケジュー

ルを忘れてしまう、☑家族に心配されることが

多くなった、☑大事な要件を忘れることがある、

☑コミュニケーションがうまくいかない、１つ

でも当てはまれば記憶力や認知機能が低下して

いるかもしれません。」と表示 

 

〇届出表示の内容について、消費者庁の許可や承認

を受けているかのような表示 

・「機能性表示食品の取得、機能性表示食品とは安 

全性、科学的根拠を満たし、適切に情報提供を行

うことが消費者庁により確認された商品です。」

と表示 

 

〇実験結果及びグラフを用いることにより、届出さ

れた機能性の範囲を逸脱した表示 

・届出表示の内容が「認知機能の一部である空間 

認知能や場所を理解するといった記憶力を維持

する機能があることが報告されています」であ

るにもかかわらず、「高齢者の『徘徊』『転倒』に

関連する『場所を認識する能力』が改善すること

が明らかに！」と、低下した認知機能が有意に改

善した試験結果が得られたことを強調したグラ
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指導件数 表示されていた機能性等の例 

フを表示 

健康増進法に基づく改

善指導 

【112 事業者 128 商品】 

〇届出された機能性の科学的根拠が得られた対象者

の範囲が限定されているにもかかわらず、当該対

象の範囲外の者にも同様の機能性が期待できるも

のと訴求する表示 

・対象者が中高年であるにもかかわらず、「受験生

の考える力を鍛えるために」、「こんな方におす

すめ、勉強をがんばる学生」、「学校・塾でお子様

の集中力アップに」と表示 

 

〇届出表示の一部を切り出して強調することで、届

出された機能性の範囲を逸脱した表示 

・届出表示の内容が「中高年の方の認知機能の一部

である記憶力（言葉や図形などを覚え、思い出す

能力）を維持することが報告されています。」と

限定されているにもかかわらず、「記憶力を維持

する」と表示 

・届出表示の内容が「健常な中高齢者の認知機能

の一部である記憶力（言葉や見た物の思い出す

力）の維持をサポートする機能が報告されてい

ます。」であるにもかかわらず、「認知機能改

善」と表示 

・届出表示の内容が「加齢によって低下する脳の

血流を改善し、認知機能の一部である記憶力

（日常生活で生じる行動や判断を記憶し思い出

す力）を維持することが報告されています。」

であるにもかかわらず、「脳の血流を改善」と

表示 

 

〇機能性表示食品を摂取しても解消に至らないにも

かかわらず身体の組織機能等に係る不安や悩みを

列挙した表示 

 ・「こんなことありませんか？あれはどこにしま

ったかしら・・・。最近よく忘れてしまう。人

の名前をよく忘れるようになった。日付もとっ
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指導件数 表示されていた機能性等の例 

さに聞かれると出てこない。ひょっとするとそ

れは・・・。加齢と共に起きる認知機能の一部

（記憶力）の低下によるものかもしれません。

☑よく知っている人の名前のはずなのに出てこ

ない、☑物をしまった場所がわからなくなる、

☑時間や場所の感覚が不確かになり、約束事を

間違えるようになった、☑曜日や月を聞かれて

とっさに答えられない、☑数日前の会話が思い

出せない、☑本の内容やテレビの筋がわからな

くなる」と表示 

・「記憶力や物忘れが気になる方に、☑近頃、物忘

れが・・・、☑漢字がすぐに思い出せない、☑さ

っき聞いたことが出てこない、☑最近、記憶に自

信がなくなってきた、☑あの人誰だったか

な・・・、☑お店の名前が思い出せない、☑言お

うとしている言葉がすぐに出てこない、☑そん

なこと言ったかしら？」と表示 

・「年齢とともに低下する認知機能に不安を感じた

ら。最近、こんな『変化』を感じていませんか？

知人の名前が出てこない、鍵をかけたか不安に

なる、車の運転に不安がある、集中力が続かな

い、漢字が思い出せない」と表示 

 

〇届出表示の内容について、消費者庁の許可や承認

を受けているかのような表示 

・「認知機能の機能性表示（臨床試験による）取得

食品」と表示 

・「『機能性表示食品』に認定！認知機能の低下を抑

制する効果が期待されるとして、消費者庁の機

能性表示食品に、全国で初めて認定されまし

た。」と表示 

 

〇実験結果及びグラフを用いることにより、届出さ

れた機能性の範囲を逸脱した表示を行う場合 

 ・届出表示内容が「加齢に伴って低下する記憶力
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